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1 概要
本研究では，民生用規格である DV(Digital Video)[1]

を映像フォーマットとして利用した広帯域ネットワーク
に対応した動画蓄積転送機構を紹介する．本機構の実現
により，映像ソースの共有，特にランダムアクセスや遠
隔再生が可能になり，ネットワークを利用した DVの利
便性を向上させられる．また，本サービスの広域におけ
る提供はインターネットにおける，高画質ビデオオンデ
マンド環境として実現できる．DVは，アイソクロナス
転送によって実現する映像フォーマットである．ディス
クからのバーストトラフィックをクライアント側にアイ
ソクロナス転送することによって，映像が乱れることな
く連続的な転送が可能となる．

2 構成要素
本機構は，サーバクライアントモデルにより実現され

る．本機構の全体像を図 1に示す．
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本機構は，DV機器（図 1-(1)），DVデータを蓄積及
び転送するサーバ（図 1-(2)），サーバにより転送された
DVデータを再生するクライアント（図 1-(3)）から構成
される．以降では，本機構の各構成要素に関して述べる．

2.1 Digital Video

本機構では，DVを映像ソースとして用いる．DVは，
空間解像度 768× 4841，且つ，フレーム間圧縮を用いな
い一定レートの映像データであり，約 30Mbpsの情報量
を持っている．またDVでは，IEEE1394の上位プロトコ
ルとして，DVデータ転送方式も定義している．DVデー
タは，125µ sec毎に 512byteの IEEE1394フレームとし
てカプセル化され，IEEE1394バスにアイソクロナス転
送される．

2.2 サーバ

サーバは，DV機器からの DVデータを 2次記憶装置
に蓄積し，その蓄積され DVデータをネットワークへ逐
次転送する機構である．サーバの全体像を図 2に示す．
サーバの構成要素は，映像ソースを提供する DV機器

（図 2-(1)），DVデータを蓄積する 2次記憶装置（図 2-
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図 2: サーバの全体像

(2)），その DV機器のDVデータを 2次記憶装置に蓄積
するソフトウェアモジュール（図 2-(3)），及び，その蓄
積された DVデータをネットワークへ逐次転送するソフ
トウェアモジュール（図 2-(4)）から構成される．また，
図 2-(4)に示したDVデータ転送モジュールは，転送レー
ト制御機能を実装している．この機能は，サーバによる
DV転送が発生させるトラフィックの平滑化を実現する．

2.3 クライアント

クライアントは，サーバによって転送された DVデー
タを受信し，その受信したデータを逐次再生する機構で
ある．クライアントの構成例は，図 1-(3)に示した通りで
ある．クライアントは，DVをアナログ信号に変換する
DV/NTSCコンバータ（図 1-(a)），アナログ変換された
映像を表示させるモニタ（図 1-(b)），受信したDVデー
タを逐次再生する DV再生ソフトウェアモジュール，及
び，ユーザに対して映像の閲覧操作環境を提供するGUI
から構成される．

3 デモンストレーションについて
デモンストレーションでは，2つの実装例を紹介する．実
装 1では，FreeBSD 4.4を基としたオペレーティングシス
テム上で，サーバアプリケーションを実装している．実装2
では，DVoD(DV on Demand)のスケーラビリティを確保
するため，以下の 3つの問題を解決するためFreeBSD4.4
を改良している．
1. ディスクバーストリードサイズのクライアント数に
よる最適化

2. バーストトラフィックの平滑化

3. アイソクロナス性の保証
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